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修士論文要旨
【１章　本研究の目的および意義】
　本研究では，脳卒中患者を対象とし，退院後の社会的活
動に関連する要因を明らかにすることを目的として研究を
おこなう。
【２章　本研究の背景】
　２章では，脳卒中リハの課題，退院後の社会的活動の意
義と課題，および行動の促進に用いられる行動科学理論・
モデルについて整理し，本研究における検討課題を明らか
にした。本研究では，脳卒中患者の実状に即した社会的活
動尺度および社会的活動実施意図尺度の開発，退院後１年
未満における社会的活動の継時的変化の検討，および社会
的活動における意図と行動の関連性に着目した介入方略の
検討が必要であることが明らかになった。
【３章　社会的活動尺度･意図尺度の開発：研究Ⅰ】
　研究Ⅰでは，患者の実状に即した社会的活動尺度
（SAS），および社会的活動の実施意図尺度（I－SAS）を開
発し，その信頼性，および妥当性を検証した。
　２因子９項目（基本的活動因子：食事の用意，食事の片
付け，洗濯，掃除や整頓；積極的活動因子：買い物，外出，
屋外歩行，趣味，交通手段の利用）からなるSASおよびI－
SASを開発し，信頼性および妥当性が確認された。
【４章　社会的活動と意図の関連性：研究Ⅱ】
　研究Ⅱでは，退院から退院６ヵ月後までの意図と社会的
活動の継時的変化，および退院後の意図とその後の社会的
活動との関連性を明らかにした。
　社会的活動は退院６ヵ月後にかけて低下すること，退院
６ヵ月後の社会的活動は，退院３ヵ月後の社会的活動に
よって予測されること，および退院６ヵ月後には意図が行
動の予測因子とならない，すなわち，意図と行動の不一致
（I－B gap）が生じることが明らかになった。
【５章　社会的活動の低下を防ぐ要因：研究Ⅲ】
　研究Ⅲでは，退院６ヵ月後の社会的活動の低下を防ぐ方
略について検討することを目的とし，退院３ヵ月後の社会
的活動に関連する要因，および退院６ヵ月後のI－B gapに
関連する要因を明らかにした。
　退院３ヵ月後の社会的活動に関連する要因を検討した結
果，年齢，性別，退院直前の日常生活動作（Activity of 
Daily Living：以下，ADL）能力，および認知機能は，退
院３ヵ月後の社会的活動を予測しておらず，退院直前の実
施意図のみが退院３ヵ月後の社会的活動を予測していた。
すなわち，退院後の社会的活動の向上に焦点をあてると，入
院中にADL能力の向上を図るだけでなく，意図の向上を目
指すような介入が必要とされる。
　退院６ヵ月後のI－B gapに関わる要因を検討した結果，
年齢，性別，ADL能力，および意図は，退院６ヵ月後の社
会的活動の予測因子となっておらず，行動計画および対処
計画が，退院６ヵ月後の社会的活動の予測因子となってい
た。したがって，ADL能力が低い場合であっても，行動計
画や対処計画の立案によって，退院後における社会的活動
の低下を予防できる可能性がある。
【６章　総合論議】
　本研究では，退院６ヵ月後の社会的活動の低下を防ぐ方
略として，入院中から退院後の社会的活動の実施意図を高
めること，および退院後の行動計画や対処計画の立案を促
すことの必要性が示唆された。しかしながら，意図を高め
る要因，および意図と行動の関係に計画が及ぼす影響につ
いて，未だ研究が不十分である。今後は，意図を強化する
要因，意図と行動の関係に影響を与える要因，およびその
効果を明らかにする必要がある。
脳卒中患者の退院後における社会的活動の関連要因
Factors related to social activity for the post-stroke patients
小沼　佳代（Kayo Konuma）　　指導：竹中　晃二
